
「ロ.ジ ャ.一一.gマ ノレ ヴ ィ ン の 埋 葬 」 の 一 研 究

臆 病 者 の 代 償

"AStudyofHawthorne's`Rog兮rIVialvin's

Burial':TheCompensation

ofaT'JloralC●ward"

重 山 巌

"I

I-HawthorneがBowdoin大 学 卒 業後,Salem

に帰 え り,NewEnglandの 過 去 の歴史 を素材

に して書 き上 げた一連 の作品 の中 の一 っ,短 篇

・`RogerMalvin,sBurial"は 最 初"TheWives

oftheDead","MyKinsman,MajourMoli-

neux","TheGentleBoy"と 共 に,1832年

TheTokenに 掲 載 され,後1846年1吻 ∬6s

∫70窺 魏 α4漁%ε6に 収録 された ものであ る。

この短篇 は,HawthomeがNewEngland

の過 去 の歴史 に取材 した もの とはい え,Indian

との戦 い,即 ち,有 名な4725年 のLovell's

fight(orLovewell'sFight)を 取 り上げた点,

他 の作品 と趣を異 に してい るとい え るQし か

し,趣 を異 に してい るのは その点 だけで,そ こ

に描 かれて い ることは如何 に もHawthome的

な もので あ る。

例 に よって,戦 い の場面 なぞ とい うもの は全

く描 かれて いない。 この五 つの部分か らな る短

篇 の極 く短 い序,第 一部 で,こ の戦 いの ことが言

及 されてい るに過 ぎず,物 語 の主要部,第 二部

か ら第五部 に於 いては,第 二部 で 一 度"The

Indianbullet…"と 述 べ られてい る位 に過 ぎ

ない。 この短篇 の主要部 で語 られ る物語 その も

の を考 えれ ば,こ の物語 に真実性 を与 え るた め

に,取 材 したのではな く,逆 に,ま るで只 この

戦 いを利用す るかのよ うな感 じで,こ の戦 いに

一寸触 れてい るようであ る
。他 の作 品の場合 同

様,こ うい った意味 での真実 性 とい う も の は

Hawthorneに と って大 した意 味はない もの と

レ・える(1)。

Hawthomeが この短 い第一部 を この短 篇の

主 要部 の序 とした理 由には,上 に述 べた よ うな

真 実性 を与 えるとい うこ ととは別 に,も っ と重

要 な,作 者 として のHawthorneの 計算 された

理 由が あるのであ る。"TheChristmasBan-

quet","TheBirthmark"等,Hawthorneの 他

の作品に見 られ る序 と同 じ く,こ の序に於いて

も,Hawthorneは この作品 の意 味,主 題 とい

った ものを考 える時の重 要 な手掛 りを与 えてい

るので ある。 しか し,こ こで与 え られてい る手

掛 りに就いては後述 す るこ とにす る。

只,こ こでは この序 として の物語 の第一部 に

就い て,次 の ことを述べ るに止 めてお くことに

す る。 それ はHawthorneが 冒頭 に

"●neoff'thefewincidentsofIndian

"σ 吻7θ 嬲 伽鯤 〃ツsusceptibleげthe

(1)史 実 とこの物語 との関係 はDavid§.

Lovejoy,``Lavewell'sFightandHawthorne's
`RogerMalvin'sBurial

,"'NewEngland

Quarterly,XXVII(December,1954)pp.527-

31.に 詳 しく述 べ られ ている。
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moonlightoftheromancewasthatex-

peditionundertakenforthedefenceofthe

frontiersintheyear1725,…,'(2)

と述 べ る こ と に よ り,そ の 生 涯 変 ら ぬ 物 の 見

方,創 作 態 度,novelistと し て で は な くro-

mancerと し て の 自意 識 の 一 端 を早 く も覗 か せ

て い る と い う こ と で あ る 。 こ れ ら は,後The

ScaYletLetter(1850)の 序,"TheCustom-

House",及 び,TheHouseoftheSevenGa-

bles(1851)の 序 に 於 い て,明 確 に 述 べ られ る

こ と に な っ て い る も の で あ る。

この短 篇のmainbody,即 ち,第 二部 か ら

最後 の第五部 までに,Hawthorneが 語 ってい

ることは,上 記Lovell'sFightの 生 き残 り

ReubenBourneと い う人物が,退 却 の途中,

重 傷 を負 ったRogerMalvinに 説 得 されて,

単 身部 落に帰還 す る。彼 はRogerに 立 てた,

必 ず戻 って来 て その遺舷 を埋葬す る とい う誓 い

を,以 後15年 間 とい うもの果 たせず,ま た,

果 た さなか った こ と,更 に,Rogerの 娘 で,

彼 の許嫁 で もあ り,後 に妻 とな るDorcasに こ

との真相 を明 か し得 なか った し,ま た明か さな

か った こ と即 ち.誓 い とConcealmentに よ り

彼 は孤独 で暗 い利 己的な人間 とな る。 そして,

最 後 にRoge「 の 遺骸 の ある場 所 で,Reuben

は 自分 の息子Cyrusを 誤 って殺 す こ とに よ り,

救 いを得 るとい う物語で ある。

HawthorneがReubenBourneと い う人 物

を通 して描い てい ることは,そ の置 かれた状 況

に支配 されて行 く人 間の姿であ り,そ して,そ

うい った人間 の抱 く罪意識 の原 因,そ の結果,

(2)AgnesDonohue(ed).ACasebook

onHσ 魏 勿7彫Question,(NewYork,1963),

p.72.

及 び 救 い で あ る と一 応 解 す る こ と が 出 来 よ う。

Hyatt.H.Waggonerが,そ の 著1跏 魏 勿7〃6'

ACriticalStudyに 於 い て こ の 短 篇 に 就 い て

``Inallof且awthorne'stalesthereisper
.

hapsnosubtlerpresentationofcertainas_

pectsofthenatureofsecretguiltits

spring,itsnature,anditseffects."(3)

と述 べ て い る こ と で は あ るが,こ の 小 論 に 於 い

て は,上 述 し たReubenBourneが 抱 く罪 意

識 を もた らす 原 因,更 に そ の 救 い の 意 味,を 考

察 し て み た い 。 そ し て,isolationか らpartici-

pationへ の 回 帰 の 聞 麺 を,headの 対 極,heart

の 聞 題 と し て 捉 え て い る 且awthorneが,こ の

作 品 に 於 い て,こ の 問 題 を 如 何 に 考 え て い る カ≦

と い う こ と も合 わ せ て 考 え て み た い 。

Reubenが 抱 く罪意識 を彼 に もた らした原 因

を考察 す るに あた って,次 に述 べ る順 序で調べ

て行 くことにす る。A.最 初 に,先 に簡単 に述

べ た彼 が誓 いを立 てなければな らな くな った経

緯 を調べ,そ の ことに よって この誓 いの意 味 を

考 え,B.次 ぎ に,彼 がDorcasに こ との真 相

を明か し得 なか った事情 を調べ,C.最 後 に彼

に罪意識 を抱 かせ る真 因 とい うものを考 えるこ

とにす る。

A.1.先 ず,彼 が誓 いを立 てなければな らな

くなった経緯 を調べ,そ の ことに よって この誓

い の意 味 を考 え る場合,最 初 に,こ の物語 の発

端 であ る第二部 の前 半,Rogerに よ るReuben

説 得 の場面 に見 られ るReubenの 姿 とい うも

(3)HyattH.Waggoner,Hawtkoyne:A
CriticalStudy,TheBelknapPressofHar-

varciUniv.Press,(Cambridge,Mass.,1955),

p.85.
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の を調べ なければ な らなV`。

この説得 の場面 は大 別 して二 つの部分 か らな

うている。 そして,そ の前半 は三つ,後 半 は四

つ の段階 に分 ける ことがで きる。前半 の1,π,

皿 の説得 の段階 に於い ては,全 部Rogerが 口

を切 り,後 半 は,Reubenが 口 を切 るWに 始 ま

り,同 じ く,Reubenが 言 い 出 すVと,最 後

の皿 の間 に}Rogerが 口 を切 る、圧がその間に入

れ られてい る。即 ち,計 七 つの段 階 の う ち,

L]1,皿,V[の 四 つ はRogerが,N,V,、 矼

の三 つはReubenが,最 初 に口を切 るとい う

形 で,夫 々語 られてい る。

しか し,そ の い つ れ の段 階でReubenが

Rogerの 説 得 を受 け入 れ,単 身逃 れて行 こ うと

決意 したのか,ま た,こ の場面 で彼 の心 の申 で

葛藤 を演 じていたのは何か,と い うことは,は

っき りとした言葉 では述 べ られてはいない。 そ

れ らは,こ の説得の場 面 の構成 と,こ の場面 を

物 語 って行 く,只 一つ として無駄 な言葉が使用

され てい る とは思 われ ない程巧 みな,充 分 に計

算 された言葉遣 い,と に よ 。て,暗 示 されてい

る もので ある。

この六 つ の説得 の段 階 を通 じて見受 け られ る

Reubenの 姿 はr自 分 の生 へ の願望 に負 か され

(前 半),そ の正 当化 を求 める姿(後 半)と い えよ

う。即 ち,Rogerの 言 葉,自 分 を残 してReuben

一 人 逃 れれ ば,Reubenは 助 かるか もしれ ない

か ら,一 人 で逃 れるよ う に とい う言葉 を耳 に

す るまで,戦 いに出 る前,Dorcasに 約 束 して

来 た通 り,(4)Rogerと 生 死 を共 にす る,少 な くと

も,し なければな らない と考 えて,三 日間,重

傷 のRogerを 助 けて,荒 野 を逃 れて来 たReub-

(4)Dorcasと の 約束の ことは,説 得 の第

V段 階 で,こ の物語全体 を通 じて,一 度だけ述

べ られ る ことにな っている。

enヵ ㍉Rogerの 言 葉 に よ り触発 された,或 い

は,醒 ま され た自己 の生へ の願望 に負 け,そ の

正 当化 を,自 分 自身 にではな く,他 に,即 ち,

Rogerに 求 め る姿 であ る。

そ して,こ の説得 されて行 く過 程に於いて,

特 に説得 の場面 ρ前半 に於いて,彼 の心 の中で

葛藤 を演 じてい るのは,己 れの生 きたい とい う

願望 と,居 残 り,Rogerの 死 を見屈 け,そ の遺

骸 を埋葬 しなければな らない とい う義 務感で あ

った といえ よう。

しか しなが ら,上 述 の如 く,こ の説得 の場面

では,こ の葛藤 はは っき りと述べ られ,ま た,

説 羽 もされてい ない。 それ は,こ の処 でHaw-

thっmeが 描 こう・としてい るReubenの 姿 とい

うものが,己 れ の生 きたい とい う願望 に打ち負

か されてい くReubenの 姿 を,RogerとReuben

との会話 の遣 り取 りの うちに暗示 し,表 現 し よ

うとしたため とい えよ う。

また,こ の説得 の場面 で は,何 故Reuben・

が,自 己 の生へ の願望 に屈 し,そ の正 当化 を他

に求 め るのか,そ の理 由 もは っき りとは述べ ら

れていない。 それは,そ の理 由の解 明の鍵 を,

序 で暗示 し,物 語 の第三部 で与 えるこ とに した

Hawthorneの 作 者 として の計算 で あ り,ま た

この場面 その ものを書 くに当 って,立 てた彼 の

計算 であった とい えよ う。

〔説 得の場面 の前半〕

ここでは,Rogerの 言 葉 を契機 として,(説 得 の

第1段 階),居 残 り,Rogerの 死 を見届 け,そ の遺

骸 を埋葬 しなけれ ばな らない とい う義務感 を,

father-in-lawtobeと して のRogerの 願 いに

従 わなければ な らない とい う義務感 に(第 豆段

階),そ の娘で ある と同時 に自分 の許嫁で も あ

るDorcasに 対 す る,Rogerの 言 葉 に よ り示 め

(26)
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され た,義 務感 に(第 皿段 階),す り替 え られ,

ま た,す り替 えて しま うReubenの 姿 が描かれ

て い る。

〔説 得 の 第1段 階 〕

説 得 の 第1段 階 に 於 い て は,荒 野 の 大 き

な 岩 の 下 で 傷 の 痛 み で 余 り よ く眠 れ な か つ た

Rogerの 口 を 通 し てReubenに 語 られ る と い

う形 で,二 人 の 置 か れ た 状 況 が 述 べ られ る 。

"Reuben
,myboy,…thisrockbeneath

whichwesitwillserveforanoddhunter's

gravestone.Thereismanyandmanya

longmileofhowlingwildernessbefore

usyet;norwoulditavailmeanything

ifthesmokeofmyownchimneywere

butontheothersideofthatsmallswell

ofland.TheIndianbulletwasdeadlier

thanIthought.　 (5)

こ の 言 葉 に 対 し てReubenは そ れ を 三 日 間

の 荒 野 の 放 浪 の故 に し て 取 り合 わ な い 。 そ れ に

対 し てRogerは 次 の よ う な,そ の 状 況 か ら考

え て,彼 め 立 場 か ら す れ ば,極 め て 妥 当 な 提 案

を す る 。

"Thereisnottwodays'fifeinme
,Reuben,

andIwillnolongerburdenyouwithmy

uselessbody,whenyoucan.scarcely

supportyourown.Yourwoundsare.deep

andyourstrengthisfailingfast;yet,if

youhastedonwardalone,yonmaybe

preserved.Formethereisnohope,and

Iwillawaitdeathhere."<s>

こ の 提 案 もReubenの 言 下 の 拒 否 に あ っ て

(5)A.M.Donohue,op.ct.,p.73.
(6)Loc,cit.

しま う。

ここに引用 した二 つのRogerの 言葉 は,上

に述べ た ように,冷 静 に自分達 の置 かれた状 況

を判断 した言葉 であ り,ま た,冷 静 な判断 に基

づ く,そ の場 に相応 しい提案 であ った と解釈 さ

れ る。 その理 由は,彼 の言葉 の中 にいわれてい

るReuben一 人 だけな ら助 か るか もしれない,

また,そ の言葉 の中 に述べ られ てい る訳 ではな

いが,こ の説得 の場面全体 を通 じて見受 け られ

るRogerの 真 摯 な説得 の態度 か ら判断 して,

Reubenだ け は助 けたい とV`う 気 持 以 外 に,

Rogerに 上 に引用 した言葉 をい わせる理 由は

ないか らであ る。 また,Reubenの うちに見 出

されるRogerに そ うい うことをい わせ る理 由

をHawthorneは 何 一 つ書V`て い ない こと,更

に,Hawthorneが 先 のRogerの 言 葉 に対 し

て,前 者 には,"saidhe〔=Roger〕"後 者 には

"saidtheother〔=Roger〕calmly"(7)と 書 いて

い る こともその理 由にな り得 るといえ る。

仮 に,細 心 の注意 を払 って説得 し て 行 く,

Rogerの,後 で述 べ るReubenの 性 格 を見 抜

いた上で の,提 案 であ ったに して も,そ の妥 当

性 は少 し も損 われ る処 はない。

Rogerは,そ め説得 に於 いて,感 情 の動 き と

い うものを見 せは して も,終 始一貫 して,こ の

冷静 な状況判断 か ら出た彼 の提案 をReubenが

受 け入れ るよう,考 え られる総 ての手段 を用い

て,Reubenを 説 得 して行 くので ある。

一方
,Hawthorneが 上 に引用 したRoger

の言 葉,==の 言 葉 に対 しては"repliedthe

youth〔=Reuben〕",第 二 の言葉 に対 しては"said

ReubenYesolutely."(8)と 書 い て,夫 々Reuben

(7)Loc.cit.Italicsaremine.

(8)Lac.ci彦.ItaliCSaremine・

(27)
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に拒 否 の言葉 をいわせて い ること,及 び,上 述

のRogerに あ 丶い った ことをいわせ る理 由 を

Hawthorneが 何 一 つ書 いてい ない ことか ら考

えれ ば,Reubenは,先 に も述 べた如 く,Ro曾

erの 言 葉 を聞 くまでは,Dorcasに 誓 った よ う

に,Rogerと{生 死 を共に しよ うと考 えていた,

断 固 そ うすべ きだ と考 えていた と解 され る。或

いは,生 への願望 を必死 に押 えていた とい うべ

きか もしれない。 また,押 さえてなか った とも

い え る。兎 に角,こ こまではReubenはRoger

と共 に生 き,逃 れて来 たのであ るか ら。

しか し,Rogerの 言 葉 には,何 処 に も一人

で行 けばReubenは 絶 対 に助 か る とい うこと

は述 べ られてい ない。又Reubenは 断 固 とし

てその提案 を退 けてい る。 それに も か か わ ら

ず,Rogerの 言 葉 はReubenに 対 して全然影

響 を与 えなか った訳 では ない。 それは説得 の次

の段 階 で暗示 され るこ とに なる。

〔説得 の第亘段 階〕

.さ て,先 の第1段 階 をい わば説得 の準備 の段

階 と見 れば,Rogerの 本 当のう巧妙 な説得は,

こ の第 豆段階 か ら始 まる といえ よう。

Reubenは,先 のRogerの 提 案 と説得 とい う

い わば外部 か らの刺戟 に よって,触 発 された,

醒 ま された,或 いは,揺 り動 か された,生 へ の

願望,二 人ではな く,自 分一人 だけは生 きれ る

か もしれ ない と変 って しまった,生 きたい とい

う願 いに,上 述 のRogerと 生 死 を共 にすべ き

だ とい う考 えを,浸 蝕 されて行 く姿 を呈 す る。

この第]1段 階 では,Rogerが,Reubenの 上

述 の断固 とした拒否に対 して,"No,1nyson,no,"

と呼 び かけ ることに より,father-in-lawtobe

がson-in-law、tobeに 訴 える と ーう形式 にな

っ て い る。Rogerは 次 の よ うに 述 べ て い る 。

" …IhaveZovedyouZikeafatheY
,

Reuben;andatatimelikethisIshould" .

havesomethingofafather'sauthority.

IchargeyoutobegonethatImaydies

inpeace."<s>

こ の 言 葉 に 対 し てReubenは,Rogerが 父

な ら ば 自 分 は 子 と し て,彼 を 置 き去 りに す る こ

と は 出 来 な い と答 え る。 し か し,そ れ をHaw-

thorneカ ご

"Andbecauseyouhavebeenafather

tome,shouldIthereforeleaveyouto

perishandtolaeunburiedinthewilder-

ness?,,(10)

と疑 問 文 の 形 式 で い わ せ て い る こ と,ま た,そ

れ を"exclaimedtheyouth"と 叫 ば せ て い る

こ と,更 に,Reubenに

"No;ifyourendbeintruthapproaching
,

Iwill .-watchbyyouandreceiveyour

partingwords.Iwilldiggraverareby

therock,inwhich,ifmyweaknessover‐

comeme,wewillresttogether:…,,(11)

と こ れ ま で 彼 の 頭 の 申 を 占 拠 し て 来 た 義 務 感 に

基 づ く考 え を い わ せ な が ら も,こ の 言 葉 に 続 い

て,

"or
,ifHeavengives-mestrength,Iwill

seekmywayhome."(12)

と い わ せ て い る こ と か ら考 え れ ば,こ の 説 得 の

第]1段 階 で,Reubenの 心 の 中 で は,既 に 変 質

し て し ま っ た 生 へ の 願 望 と,Rogerの 死 を 見 届

け 埋 葬 し な け れ ば な ら な い と い う義 務 感 と の 葛

(9)Ibid.,p.74.Italicsaremine.
(10)Loc,cit.

(11)Loc.cit.
(12)Lac.pit.

C28)



「ロ ジ ャ ー ・マル ヴ ィ ソの 埋 葬 」 の一 研 究

藤 が生 じていて,Reubenの ⊥ に引用 した返答

ね,我 が身に引 き替 え,Rogerの 父 としての

Keubenに 対 す る真摯 の情,そ の一 べ安 らかに

死 に たい とい う願 いに対す るReubenの 反 撥 の

言葉 と解 され る。

〔説 得 の 第 皿 段 階 〕

こ こで は,上 に 引 用 し た 自 分 の 言 葉 のReuben

に 対 す る 効 果 を 看 て 取 っ たRogerは,更 に

追 い 打 ち を か け る よ う に,娘 のDorcasを 用 い

て 説 得 を行 っ て い る。 と 同 時 に,燗 眼 のRoger

な,一 そ れ は 本 当 に 私 心 な く,死 を 決 意 し た

人 間 の 持 つ 鋭 さ と い え る もの か も し れ な い が

一Rogerは,Reubenの 心 の 申 の 葛 藤 ま で も

:宥 め よ う と ま で も し て い る 。

Rogerは,人 が 人 間 の 住 む 処 で 死 ぬ 場 合 と,

こ の よ う な場 所 で 一 人 死 ぬ 場 合 の 違 い を述 べ た

後,次 の よ うにReubenが 躊 躇 う こ と な く一

人 逃 れ て 行 く よ うに 勧 め て い る 。

"TaYyynot
,then,forafollylikethis,but

hastenaway,ifnotfoyyourownsake,

fOYhayswhowillelsebedesolate・"(1S)

こ の 言 葉 はReubenに 対 し て 非 常 な 影 響 を

与 え ず に は置 か な か っ た 。

"…their〔Malvin'slastfewwords〕effect

uponhiscompanionwasstronglyvisible.

Theyremindedhimthattherewere

otherandlessquestionabledutiesthan

thatofsharingthefateofamanwhom

his.deathcouldnotbenefit.Norcanit

beaffirmedthatnoselfishfeelingstrove

toenterReuben'sheart,thoughthecon-

sciousnessmadehimmoreearnestlyresist:

(13)Loc.cit.Italicsaremine・

hiscompanion'sentreaties."c14>

こ こでReubenは,Rogerの,自 分 の た め,

Keupenの た め で は な く,りorcasの た め と い

う説 得 の 言 葉 に よ り,殆 ん ど完 全 に 説 得 され て

し ま う の で あ る。

この説得の場面 の前半に於いて,Reubenは

意 識的 にはRogerの 説 得 に対 して抗 いなが ら

も,少 くとも自分一人 は生 きられ るか もしれ な

い,ま た,生 きたい とい う願望 に よって,死 を

見 届け埋葬 しなければな らない とい う義務感 を

征服 され始 め,と 同時に殆ん ど完 全に征服 され

て しま うので ある。 その結 果一人Rogerを 置

い て行 こ うとい う決意 まで も説 得 の第皿段階 で

してしまった と考 えちれ る。(15)

それ を証拠 に,Hawthorneは こめ説得 の場

面 の前 半 の最後 の段 階に於 けるRogerの 言 葉

に対す る反撥 の言葉 をReubenにv・ わせていな

い。 また,次 に述べ る説得 の場面 の 後 半,即

ち,第 】V段階 では,今 度 はReubenの 方 が先

に 口を切 り,Rogerに 説 得 され る形式 にな って

い ることもその証拠 になる といえ よう。

それ に して も,Reubenは 何 故 これ程容易 に

Rogerに 説 得 されて しま ったの だ ろ う か。何

故,先 の第 互段 階に見 られたReubenの 反 撥

の言葉 は,そ れが最初 で あ り,し か も最後で し

かなか ったのだ ろ うか。 こ うい った問題が この

説 得の場 面の前 半に於いて生 じるが,そ の解答

(14)Loc.cit.Italicsaremine.

(15)こ の 決 意 に 関 し て ば,Hawthorneは

只 説 得 の 最 後 の 段 階 で 次 の よ うV'述 べ て い る だ

け で,そ の前 の い ず れ の 段 階 で もそ の 事 実 を 暗

示 す る に 止 め,何 も 語 っ て は い な い 。
"Thisexample

,powerfulinaffecting

Reuben'sdecision,isaided,unconsciously

tohimself,"lbid."p.76.Italicsaremine.

(29)



立 正 女 子 短 大 研 究 紀 要

はこの時点に於いては得 られない。 こ の 問題

は,Hawthorneが 間接的にその解答の鍵を与

えている物語の第三部 を述べる時に譲ることに

する。

〔説得 の場面 の後半〕

先 の引用文(14)に 於 い て,Hawthorneが

"Norcanitbeaffirmedthatnoselfish

feelangstrovetoenterReuben'sheart,…"

と述 べて い ることか ら分 るよ うに,一 人行 こう

と決意 したReubenに は 是非 とも納得 させな

ければ な らない問題 があった。 それ は,相 手 の

Rogerに 関 す る問題 ではな く,飽 く迄 もそ うい

った決意 をした 自分 に関す る問題で あ った。 こ

の こ と自体問題 に なることで あるが,そ の閊題

とは,己 れの決意 と,恐 らくその決 意 と同時 に

見 たであ ろ うDorcasと の 将来 の幸福 な生活 の

夢,一 一Reubenが こ うい う夢 を見 た とい うこ

とは何処 に も説得 の場面には書 かれてい ない こ

とであ るが一一 そ こに彼 が感 じ取 った,自 分は

,`selfish"で は ないか とい う問題 で あ る。 事 実

は,そ の置 かれた状況 の如何 にかかわ らず,そ

の通 りで あったのだ。

しか し彼 の性格 には,こ の己れ の問題 を飽 く

迄 も追求 し得 ない原 因があ った。一一 この問題

は この物語 の解 明の鍵 を与 え る問題 であ るが,

後 述 す ることにす る。一一 それ故,こ の説得 の

場面 の後 半に於 いて見受 け られ るReubenの

姿 とい うものは,先 に も述 べた よ うに,己 れ の決

意 とそれ に伴 うことになる行為 を正 当化 す る理

由を,自 分 自身 にではな く,他 に,Rogerに 求

め る姿 で しかあ り得 なかったのであ る。

〔説得 のT▽ 段階〕

上述 の如 く,Reubenは 一 応決意 は した もの

0

の,彼 には,そ の決意 を行 動に移す以前 に,是

非 とも納得 させ なければ な らない問 題 が あ っ

た。 しか し,そ れは,彼 の致 命的 な 性 格 の 故

に,自 分 自身で納得 させ ることので きない問題

で あった。

そ うい った性格 の故 に,彼 の最初 に口 を突い

て出 て来 た言葉 は,言 葉 の表面 では,こ の よ う

な場所 で一人死 を待 っRogerの 運 命 に対 す る

恐 怖 を述べ なが ら,そ の実,密 かに,己 れ の決意

に対 して,Rogerに,自 ら進 んで自分 を説 得

し ようとしてい るRogerに,同 意 を求 め る言

葉 で しかあ り得 なか ったのであ る。

"Howterribletowaittheslowapproach

ofdeathinthissolitude!"exclaimedhe.

``
∠4bYaven2andoesnotshvink2nthe

battle;and,Whenfriendsstandround

thebed,even-womenayaaydiecomposedly;

bu彦here"一 一(16)

彼 は,全 然 この物語に於いて述 べ られ ていな

い イ ンデ ィアン との戦 いに於 いて,こ こに述べ

られてい るよ うに,勇 者 で あったか も し れ な

い。 しか し,彼 は本 当の意 味で勇者 であったろ

うか。

Reubenは,今,こ の ような状 況に於い て発

揮 され る,Rogerの 真 の勇気,本 当のgeneros-

ityと い うものを理解す る ことが出来 ない し,

も う決意 まで して しまった今 は,理 解 す るこ と

を拒 んで しまってい るともいえ る。

上 に引用 したReubenの 言 葉 に対 して ・_

erは,そ の裏 の意味 もは っき りと汲 み取 り,

再 び,Reubenの 生 への願望 を刺 戟 し,更 に,

彼 の内面 の問題 に まで も解決 を与 えてや ろ うと

す る。Rogerは 皆 までい わせず に,Reubenの

(16)Ibid.,p.74.Italicsaremine.

(3U
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言 葉 を 遮 り,次 の 様 に 述 べ て い る 。

"Ishallnotshrinkevenhere
,Reuben

Bourne,"interruptedMalvin."Iama

manofnoweakheart,and,ifIwere,

thereisasurersupportthanthatofearth-

lyfriends.Youareyoung,andlifeis

deartoyou.Yourlastmomentswill

needcomfortfarmorethanmine;and

whenyouhavelaidmeintheearth,

andarealone,andnightissettlingon

theforest,youwillfeelallthebitterness

ofthedeaththatmaynowbeescaped.

ButIwilluYgQnoselfishmotiveto.youY

geneYOUSnature.Leaveynefoymysake,

that,havingsaidaprayerforyoursafety,

Imayhavespacetosettlemyaccount

undisturbedbyworldlysorrows.?'(17)

こ の 言 葉 を 耳 に し て も,Reubenは,自 分 が

説 得 の 第 皿 段 階 で 述 べ た 言 葉(18)も 思 い 出 さ な

い し,ま た,思 い 出 せ も し な い(19)。 彼 は,"a

surersupport"も 信 ず る こ と も 出 来 な い 。

RogerがReubenの こ と と し て 語 っ て い る,

も し彼 が 居 残 れ ば,彼 を 襲 う こ と に な る 運 命

が,結 局,Roger自 身 の 運 命 の こ と で も あ る に

もか か わ らず,己 れ の 生 き た い と い う願 い と死

の 恐 怖 に 捉 ら え ら れ たReubenは,己 れ の決 意

を 翻 そ う と も し な い 。 彼 はRogerの 言 葉 通 り

・`generousnature"を 本 当 に 持 っ て い た と い え

よ う か 。 彼 はRogerに"Iwillurgenoselfish

motive…Leavemeformysake,…"と

い う言 葉 を 最 後 に 得 て,自 分 の 決 意 はRogerの

(17)Loc.cit.

(18)先 の 引用文11.12參 照

(19)こ の ことは先 に述べた引用文11,12

に 対 す る私見の拠 り処 とな ってい る。

ためであ って,そ こには何等"selfishmotive'r

は ない のだ とい う,自 分 の決意 に対す る正 当化

の理 由だけを,Rogerの 言葉 に見出す ことで,

Rogerの 同意 を求 めるこ とは止 めて しま う。

〔説得 の第V段 階〕

ここでは,前 の段 階 を 受 け て,Reubenは

RqgerにDorcas
、に対 す る言 い訳 を聞 くこと

にな ってい る。 それは,彼 を して決 意 せ し め

た,生 へ の願望 に次 いで,或 いは,同 じ程 度

に,重 大 な関心事 であ ったのであ るか ら,当 然

の ことといえ よう。彼 は生 きてDorcasの 元 に

帰 える ことしか,今 は考 えて もいなければ,ま

た望んで もい なか った といえ よう。

Reubenは,Rogerを 命 を賭 けて守 ると誓 っ

て来 たDorcasに 対 す る弁明 として,Rogerか

ら,彼 が説得 の第1段 階 で述べ た ことと主 旨を

同 じ くす る事柄 を彼女 に説明 し,彼 の真剣 な懇

願 に よって,一 人帰 って来た とい うよ うにい わ

れ る。

しか し,Reubenは,最 後 に,Rogerに よ り,

前 に述べ た,恐 ら くReubenも 見 たであろ う

といい得 る,夢 の ことをいわれて しまう。 その

理 由はRogerのReubenとDQrcasと の幸

福 な生 活が見 え るよ うだ とい う言葉 を聞 いた後

のR.eubenの 姿 が変 った ことで ある。

"…but,whenhey=Rogersankexhausted

uponhisbedofoakleaves,thelight

whichhadkindledinReuben'seyewas

quenched.HefeltasifitweYebathsin

andfollytothinkofhappinessatsuch

amoment。,,(20)

これまで自分の決意を実行に移す に あ た っ

(20)1∂ ∫4.,p.75.

(31)
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て,自 分 を満足 させ るだ けに足 る理由 を,自 分

自身 のた めでは な く,Rogerの た め,Dorcas

のた め とRogerに い わせ る ことに よって,自

分 の良心 を刺戟す ることを避 けて来 たReuben

は こ こで 自分 の一番痛い処 を,Rogerの 言 葉 に

よ り突かれ,良 心 の痛 みを感 じた といえ る。 そ

して この良心 の痛 みは15年 間 彼 がその誓 いを

果す まで止 む ことのない もの とな るべ きもので

あ った。

〔説得 の第V[段 階 〕

上 に引用 した文 に見 られ る,自 分 の最後 の言

葉 に よ り生 じたReubenの 表 情 を見 て,Roger

は そ の説得 の第V[の 段 階 に入 って行 く。彼 は こ

こでReubenの 関 心 をその良心 か ら逸 らして し

まお うとす る。

"Hiscomp
anion〔1Vlalvin〕watchedhis

、〔Reuben's〕changingcountenance,and

soughtwithgenerousarttowilehimto

hisowngOO4."(21)

Rogerは1Zeubenが 途 申 で救援隊 に出会 い,

自分 も助か るか もしれない とい うこ と を 述 べ

る。良心 の痛 みは とも角,自 分一人 で も生 き

たい,生 きてDorcasの 元 に帰 りた い と願 う

Reubenは,Rogerが この言葉 を"amornful

smile"を 浮 かべ なが らい ってい るこ とには気 が

付 かない。Reubenは このRogerの 言 葉 を聞

いて,

"Surely -thereisreasen,weightyreason,

tohope _thatfriendsarenotfardistant.<22>

とい って,手 もな くひ っかか り,飛 びついて しま

う。 そして この殆 ん ど僅 かな可能性 に己れ の決

(21)hoc.cat.Italicsaremine.

(22)Loc.cit.

意 と そ れ に 伴 う行 動 を 正 当 化 す る理 由 を 闇 雲 に

見 出 そ う と し て し ま う。

`'Nomerelyselfishmotive
,noreven,the

desolateconditionofDorcas,couldhave

inducedhimtodeserthiscompanion.at

suchamoment.=‐buthiswishesseized

onthethoughtthatMalvin'slifemight

bepreserved,andhissanguine-nature

heightenedalmost.tocertaintythere-

rtiotepossibilityofprocuringhuman.aid"c23>

〔説得 の=i段 階 〕

再 び,Reubenが 口 を切 る。 ここで,彼 は,

も しRogerが 自分 と同 じ立場 だった らどうす

るか と,性 急 に尋 ね ることに よ り,そ の間 に関

しては一応 の満足 が行 く解答 を得 る。

これで説得 の場面 の後半 は終 ってい る。

結局,こ の説得 の場面全体 を通 して見 られ る

Reubenの 姿 とv・うものは,最 初 に も述べ た よ

うに,Rogerに 説 得 され,ま た,自 ら進 んで説

得 されて しまう姿 であ った。 しかし,彼 には問

題 が残 っていたのであ る。 それは,自 分 の決意

とそれに伴 う行為 の正 当化 をRogerに 求 め る

ことに よ り,彼 が回避 して しまった ことに暗示

され る彼 の性格 に基 因す る問題 であ る。彼 は,

Rogerか らは自分 の良心 を満足 させ るに足 るだ

けの理 由を,ま して,そ れがDorcasに 対 す る

背信行為 とな るもので あっただけに,得 られな

か ったのであ る。

得 られなか ったが故 に,彼 は,以 後15年 間

もの間,再 三再 四,自 分の行 為は正 当で あった

と考 える訳 で ある。 しか し,彼 のheadに 於 け

(23)Loc.cit.

(32)
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`

る この考 えは,Hawthorneが"Earth'sHolo-

caust"の 中 で述 べてい るよ うに,(24)彼 が最後

に誤 って息 子 を殺 す ことに よって しか,遂 に,

そ のheartに 解 決 を もた らし得 ない問題 で あっ

た のである。 この意 味で,彼 はHawthorneの

headに 属 す る一・連 の人物 の一人 であ った とい

い得 る。

以上述 べ て来 た ことで,Reubenが 誓 いを立

て なければ な らなか った経緯 に就 いて,大 体 の

調 べ は終 った もの と思 われ る。

A.2.次 ぎ に,物 語 の第二部 の後半 でReuben

が 一 人 で,そ して,Rogerに 対 して も立 て る

誓 い の意味 を考 え ることにす る。

先 の説得 の場面 の最 後 のW段 階で,Reuben

はRogerに 自分 の決意 の正 当化 を求 め ること

を止 めてし まう。 そ して,(物 語 の第二 部 の 後

半)Reubenは,完 全 に自分 が正 しい ことを し

てい る とは信 ず る こ とので きない まま.,(…

(24)MalcolmCowley(ed.),TheePoYta-

bleHawthorne,(NewYork,-TheViking

Press,1948),p.209

`The
.heart,theheart…therewasthelittle

yetboundlessspherewhereinexistedthe

originalwrongofwhichthecrimeand

miseryofthisoutwardworldweremerely

types.Purifythatinwardsphere,andthe

manyshapesofevilthathaunttheoutward,

andwhichnowseemalmostouronlyreali-

ties,willturntoshadowyphantomsand

vanishoftheirownaccord;butifwego

nodeeperthantheintellect,andstrive,with

merelythatfeebleinstrument,todiscern

andrectifywhatiswrong,ourwholeac-

complishmentwillbeadream,sounsubstan-

tial…"

halfconvincedthathewasactingrightly

…),彼 は,以 後15年 間 彼 につきま とって,

離 れ る ことのなか った,必 ず戻 り,Rogerの 遺

骸 を埋葬す るとい う誓 いを立 てる ことにな るの

である。

彼 は自分一人 だけで も,ま た,そ れ は 後 で

Rogerに よ って も誓 わ され ることにな って しま

うのだが,自 分一人 だけで も,こ の誓 いを立 て

なければな らない理 由が彼 にはあ っ た の で あ

る。即 ち,こ の誓 いを立 て るとい うことに よっ

て,先 の説得 の場面 で,彼 が回避 した問題,納

得 の行 かなか った問題 の埋 め合 わせを計 った と

いえ る。また,こ の誓 いに述 べ られてい ることだ

けを考 えれば,Reubenが 説 得 の場面 で自分に

とって一番大事 な問題 を回避 して しまった こと

に伺 え る彼 の性格 と同 じものが伺 え,彼 は この

時 なすべ きことを時 間的 にず らす ことに よ り,

自分 を,積 極的 に欺 こうとした とはいえないか

もしれないが,納 得 させ ようとした と い え よ

う。

しか し,こ の ような誓 いを立 て ることに よっ

て も,彼 は自分 の良心 を満足 させ ることはで き

る筈が なか った。彼 は,説 得 を終 えて,そ れ ま

で の態度 をすっか り諦 めの態度 に変 えて しまっ

たRogerか ら,Docasへ の祝福 の言葉 を聞い

て,心 を打 たれ るが,Rogerの 元 を立 ち去 る歩

調 を彼 は早 めない訳 にはいかな か った の で あ

る(25)。

処 で,Reubenの 回 避 した問題 とは何 にか,

(25)A.Donohue(ed.),op.cit.p.78."…asort

ofguiltyfeelingwhichsometimestorments.

meninthemostjustifiableacts,causedhim.

toseekconcealmentfromIVIalvin'seye."

(33)
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何故 画避 しなけれ ばな らなか つだのか。何故,

Rogerの 説 得 の場面 で見 せた勇気 あ る毅然 とし

た態度 とは打 って変 った態度 を見 せ られなが ら

も,只 心 の痛 みを感 ず るだけであ ったのか。 ま

た,ど うしてその痛みをRogerに 対 す る誓 い

で埋 め合 わせ よ うとした のか。 どうして 自分 の

生 きたい とい う願 い,Dorcasと の幸福に寄せ

る希望に抗 し切れ なか ったのか(2&)。 こ うい つ

た問題 は,物 語 の第三部 に於 いて述べ られ る彼

のConcealmentを 不 可避 的にす るものであ り,

ま た,彼 の罪意識 と密接 に関係 す るもので ある

が,Hawthorneは こ うい った問麺 に対 しては

っき りとした解答 をこ こでは与 え て い な い。

只,こ の問題 に共通 して伺 え るReubenの 何

か性格 の弱 さを,説 得 の場面 め構成,言 葉 遣

い,真 の勇者Rog就 と彼 との対 比,と い った

こ とで暗示 しでい るに過 ぎない。}

只,こ の時点 に於 いていえ ることは,彼 の罪

意 識 の本 当の原 因は何か彼 の性格 の弱 さで あろ

うといえ るだけで ある。 しか し,説 得の場面で

は,Rogerめ 臼 を通 し,ま だ,そ れ に続 く場面

では,Re紐benは 心 の うちで は もう再び生 きで

Rogerに 会 うことはあ るまい と信 じでい た とい

うことを述 べ る言葉 に続 い て,Ha縦hOheは

`generous"或 い は"Hisgefler◎U§nature … ゴジ
`

と述べ,Reubenが 寛 犬 であ ることを強調 して

い るよ うだが,こ れはironyofstatementで

あ って,も し本 当 に彼 がその言葉 通 り寛大 で あ

ったな らば,Rogerを 置 き去 りにする,少 くと

(26)乃id.,p.77.`らHisgenerousnature

wouldfainhavedelayedhim,atwhatever

risk,tillthedyingscenewerepast;butthe

desireofexistenceandthehopeofhap-

pineshadsta-engthenedinhisheaYt;and

1診6wasunabletoresist〃aen¢.,,ItaliCSare

mine.

もああい うた形で置 き去 るにすることは考え ら

れない。従 って彼のこの性質 は彼の罪意識 の本

当の要因とはな り得ないも(δと解することがで

きようσ本当の要因は,こ れ も直接的ではない

が,可 成 り明確に第三部で述べ られているので

あるσ

B.次 ぎ に,Reubenが 抱 く罪意識 を もた らす

原 因 とな る物語 の第三 部 のConcealmentの

場 面 を調べ る ことにす る。

第二部 で,我 々はその置 かれ た状況 に よ り揮

し流 され て行 くReubenの 姿 を見 たが,こ の

第 室部 のConcealme熊 の極 く短 い場面 に 於

い て も,彼 は同 じ くその置 かれた状況 に押 し跡

られて しま う姿 を見ぜ ることにな る。

Reubenは,良 心 の痛 み と誓 い とを抱いて,

部 落へ,D6rcasの 元 へ生還す る。Rσgerめ 元

を去 る時,彼 の生 命が後 幾許 もない とい うこと

を知 ってい たReubenが 救 出 され だのは,木

の下 で彼 も死 を待 ち,横 たわ っていた2白 目の

ことであ り,そ の上,彼 の意識 が回復 す るのに

数 日を要 して し まっていて,彼 はRogerを 救

出に人 をや る機会 を失 って しまってい る。

彼 がDorcasに,ひ いでは村 の人達 に 真 実.

を 明かせ な く,ま た,明 か さな くな る経緯 は,

父 の安否 を尋 ね るDoYCasと の会 話 の遣 り取

りの中 に語 られ てい る。 その会話 の際,彼 の取

うた態度ジ まだ,そ の言葉・一一 それはそれで真

実 なのであ るが一一 にその責任 が大 いに ある訳

だが,父 の死 を予測 していただけに,彼 女に,

彼 が彼 女に誓 つた通 り,父 の死 を見 届 け,埋 葬

して来 た もの と早 合点 されて しま うのであ る。

そして,村 の人 々か らもとて も耐 え られ ない程

の賞賛 を受 ける破 目に なって しま うのであ る。
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彼 はRogerの こ とをDorcasに 語 って行 き

肝心 な処 に来 た時,即 ち,

"・ ・awakingatsunriseonthefourth

day,Ifoundhi血faintandexhausted;he

wasunabletoproceed;hislifehadebbed

awayfast;and-一"≪7j

と述 べ て来 た時,Dorcasの"Hedied!"と い

う言葉 に先 きを越 されて しまう。確 かに,彼 は

もう死 ん で しま ってい るのであ る。 この彼女 の

言葉 を聞い て,自 分 のためではな く,Ro塞erめ

た め,Dorcasの た め,Rogerを 救 出す るため

と自 らを思 い込 ませて逃れ て来 たReubenは

本 当 は自 分 の"selfishloVeoflife"に 負 か さ

れ て,Rogerめ 死 を見 届け もせず逃れて 来 だ

のだ とい うことを認 め ることは出来 ない と思 っ

て しま う。 そ こで彼 は口をつ ぐんで,恥 しさと

疲 れ とで枕 に顔 を埋 めて し ま う。処 がDorcas

は彼 の態 度 を自分 めい った言葉 の真実 を証 明す

る もの ととって しま う訳 であ る。

次 ぎに,DorcasにReubenが 父 の亡骸 を

埋葬 して来 たか と尋ね られ る。 しか し,そ の言

葉,

"Youdugagraveformypoorfatherin

thewilderness,Reuben?"(2$)

とい う,そ め反 対 の ことは考 え られない ような

彼 女 の,"filialpiety"を 表 わす言葉 に抗 し切

れず,Reubenは い か に も彼女 が誤解 しそ う

な言 い方 で,

"MYhandswereweak;butIdidwhat -

Icould,…Therestandsanobletomb-

stoneabovehishead;andIwouldtoHeav一

(27)Ibid.,p.79.

(28)Ibid.,p.80.

enISleptassOundlyashe!"(23)

と答 えて しまう。確 かに,彼 は自分 の出来 るこ

と,出 発 の前 にROgerの 食 糧 として木 の根 や

草 を集 め もした,ま た,そ め姿 勢 も直 し も し

た,そ の上御丁寧 に密 かに舞 い戻 り一 人 残 さ

れたRogerの 姿 を窺い見 もした0し か しその・

際,``coScience,orsOmethinginitssimili‐

tide"の 懇 請に従 って,Rogerの 元 に戻 り,死,

を見 届け,埋 葬 す るこ と,今Dorcasの 一 番

の関心事 だ けは して来 なか った のであ る。

彼 のこの言葉 を聞 き,Dorcasは そ れ以上 尋

ね るyc::cとは止 めて しま う。

こ う し て,こ の 極 く短 いConcealrrientの 場

面 は 終 う て い る 。 そ し て,こ のConcealment.

と い う,V・ わ ば,一 つ め行 為 が,Concealment

を し たReube血 に も,ま だ,Concealmefktを

さ せ たDorcasに も,夫 々 の 分 に 応 じ た 責 め を

負 わ せ る こ と に な る 。

ここで∋物語 の第五部 で,何 故Ha脚thor臆

がDoresが``alonelywoman111acrowd.

whocafednotforher"と 書 いてい るめかゴ

また,ど うして彼女 も 息子 のGurusを 失 わ な

けれ ばな らなか ったの力逶 い うことに就 いて述

べ てお きたい。

上 に見 て来 だ こ とか ら分 るよ うに,こ のCori=

cealmentの 場 面 は,Dorcasに 就 い て い え

ば,そ の責任 の大 半はReubenに あ る ので あ

るが,彼 女の一一方 的誤解 に終始 してい るとい え

る。 この彼 女の一方 的誤解は,彼 女の父ROger

の 安 否 を 気遣 う子 として の嘘偽 りの ない気持

か ら出 た もめで ある。 それ故 に,彼 女 の以後

(35)

(29)Lac、C2t.

s



立 正 女 子 短 大 研 究 紀 要

115年 間 味合 うことにな る孤独の生 活一一 それは

洗 に述 べた言葉(alonelywoman…)位

で しか表現れ さていないが一一 その孤独の生 活

とい うものは,Reubenの それ とは異 なった も

の となっていた ことで あろ うとい える。 しか し

!余 りに も父 を想 う気持 か ら,Reubenに 対

して,自 分 に対す る誓い以外 の行動 を考 え られ

・なか った ことに よ り,矢 張 り,彼 女 もそれな り

の 報 いを受 けたのであ る。相対立 す る二 つの も

・の
.例 えば,goodとevil,headとheartと

叱い った ものに対 して
,常 に微妙 なバ ランス を考

えてい るHawthorneに は,Dorcasの こ の態

度 も決 して見逃 し得 ない ものだ った と い え よ

う。彼女 の この場面 に見 せた態度,し か も,物

語 の第五部 で語 られてい るよ うに,15年 過 ぎた

後 まで も,変 わ るこ とのなか った態度,父 を想

う余 りに,仮 にReubenが 彼 女が考 えてた 通

りに して来 ていた とすれば,彼 が見 舞 われ たで

あ ろ う運命,苦 難に思 い到 らなか った こと,ま

た,父 に対す る情故 に,Reubenを 理 解出来 ず

彼 をConcealmentに 追 いや って しまった こと,

これが後 に償 わなければ な らなか った彼女 の犯

した過 ちで ある。彼 女は結 局 自分 を中心 に して

しか,自 分 が こうあるべ きだ とい う考 え方 によ

って しか,物 事 を見 るこ とが できなか った人間

で あった とい える。 それ故第五部 に見 られ る,

息 子Cyrusに 対 す る考 え方 もそ うい った彼女

の ものの考 え方 に沿 った もので しかあ り得 ない

ので あ る。

一方 ,こ のConcealmentの 場 面 に見 られ る

Reubenの 姿 は,物 語 の第二部 で用意 された線

上 を歩 いて行 く姿で しかなか った ので ある。彼

は第二部 で誓 い を立て る ことによ り,そ の時 な

すべ きことを回避,延 期 した ように,こ こで も

Concealmentと い うことに よ り,再 度,己 れ
ξ

のなすべ きことを,い わば,延 期 して しま うの

で ある。

以上述 べて きた ことが,ReubenがDorcas

に こ との真 相 を明か し得 なか った場面 に見 られ

る彼 に罪意識 を抱 か しめる事情 で ある。

C.こ れか ら,彼 に罪意識 を抱 か しめ る真因

一 今まで幾度 も後回しにして来 た彼の性格の

うちに潜む真因に就いて述べることにす る。

Concealmentが,Reubenが 少 くと もhead

の1evelで 正 当であ った と考 え るRogerを 置

き去 りに した行 為に,"secretsin"を 犯 した

感 じを与 え(30),そ の ことに よ り新 たな意義 の

加わ った,絶 えず遂行 を求 め る誓 いを果 さなか

った ことに よ り,Reubenは 孤 独 で暗 い人 間に

な って行 った(31)とHawthorneは 書 い ている。

確 かに,こ のConcealmentと 誓 いは,15年

間,絶 えず,彼 の意識 にあ って,彼 を苦 しめて

(30)Loc.CZt.``…concealmenthad

impartedtoajustifiableactmuchofthe

secreteffectofguilt;andReuben,while

reasontoldhimthathehaddoneright,

experiencedinnosmalldegreethemental

horrorswhichpunishtheperpetratorof

undiscoveredcrime.Byacertainassociation

ofideas,heattimesalmostimaginedhim-

selfamurderer."

(31)Ibid.,p.81."Therewas,…acontinu-

alimpulse,avoiceaudibleonlytohimself,

commandinghimtogoforthandredeem

hisvow;…Butyearafteryearthatsummons,

unheardbutfelt,wasdisobeyed.Hisone

secretthoughtbecamelikeachainbinding

downhisSpflrfltandlikeaserpentgnawing

intohisheart;andhewastransformedinto

asadanddowncastyetirritable.man."

(36)
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い る。 そして,こ の二つ の ものが彼に罪意識 を

抱 か しめる原因 となってい るよ うでは ある。 し

か し,こ れ らは,誓 い とConcealmentと い う・

いわば形 に現 われた結果,こ れか ら述 べ る真 因

か ら派生 した ものに過 ぎないので ある。

そ の 本 当 の 原 因 と は,彼 の 性 格 の 本 質,即 ち

Hawthorneの い う彼 の"moralcowardice"

に あ っ た の で あ る。 彼 の 本 質 が 臆 病 者 で あ っ た

とい う こ と が そ の 真 因 な の で あ る 。

HawthorneはReubenとDorcasと の 結 婚

を 述 べ た 後,次 の よ う な 文 章 を 書 い て い る 。

"TherewasnowinthebreastofReuben

bourneanincommunicablethought

somethingwhichhewastoconcealmost

heedfullyfromherwhomhemostloved

andtrusted.Heregretted,deeplyand

bitterly,themoralcowardicethathad

YestYainedhiswordswhenhewasabout

toclzscicsctlae彡7%漉to1)076σS∫ ∂%彡ρ7ゴ46,

thefearoflosingheyaffection,the

dreadofuniversalscorn;forbadehimto

rectifythisfalsehood."(31)

これ は,直 接的 には,Concealmentに 見 ら

れたReubenの 姿,そ れ以後15年 間 に わ た

って見 られ る彼 の姿 を説 明 し,間 接 的には第二

部 に見 られ た彼 の姿 を説 明す る文 で もある とい

えよ う。

この彼がmoralcowardで あ った とい うこ と

が,彼 にた とえその事情 が ど うあれconceal-

mentを 行 わせ,ま た先 にRogerの 元 を 去

らせ たのであ る。何故 な らば,彼 がmoralcow一

(32)Ibid.,p.80.Italicsaremine.

ardで あ る か らこそ,Rogerが 一 人 で 行 け

ばReubenは 絶 対に助か る とはい ってい な か

ったのに もかかわ らず,直 に 自分一人 は助 か り

たい とい う願 いに心 を動 か され,説 得 され ると

同時 に一人行 くことを決意 し,自 分 の決意 とそ

れに伴 う行為 の正 当化 を自 らに求 め るこ とはで

きずにRogerに 求 め,Rogerの 示 す真 の勇気

を理解 で きず,自 分 の言葉 通 りに共 に残 り・,後

は運 を天 にまかせ るこ ともできず,自 分 の生 へ

の願望 と幸福 の夢 に負 け,誓 い とい うものによ

ってその時 なすべ きこと,真 に勇気 のい る こと

を時 間的にず らす ことに よ り自己を欺 き,彼 は

良心 を満足 させ ること もで きない まま,一 人逃

れ得 た ので ある。 また,Hawthorneは``awild

andpainfulcuriosity"と そ の時述 べて い る

が,こ の同 じ理 由で,RenbenはRogerの 勇

気 を信ず ることがで きずに,密 かに戻 っ てRo9-

erの 姿 を窺 う訳 な の であ る。Concealment

の場 面 に於 いて も同様 で,こ の臆病者,Reuben

はDorcasに"Myfather,Reuben?"と

い われ ただけで,顔 をおおい,(Hisfirstim-

pulsewastocoverhisface,(33))真 実 を明か

そ うとす るが,結 局で きず に終 って しまったの

で ある。

その置 かれた状 況で もな く,そ の置 かれた状

況 に於いて なした行為 で も な く,彼 の こ の

"moralcowardice"が 彼 に罪意 識 を もた らす本

当の,彼 自身 の内に宿す根本的原因 で あったの

であ る。彼 が罪意識 を抱 くのは,彼 が臆病者 で

あ るが故 に,良 心 の命 ず る声に従 えず に,Ro9-

erの 元 を去 ったた め で あ る。Hawthorneは

彼 の この行 為 を"ajustifiableact"と1まV'っ

(33)Ibid.,p.82.
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て も,決 してajustactと は い って い な

い。 これが彼 の犯 した最初 の過ちで ある。 そし

て,こ の最 初の過 ちか ら必然 的に 続 くCon-

cealment,こ のConcealmentし た ζとに もよ

る誓 いの遂行 の延期 は,彼 が臆病者 であ ったた

めに重 ねて犯 した過 ちで あ る。 そ し て,彼 は

15年 間,後 の過 ちに よ り常 に最初 の 過 ち を想

起 させ られ るので ある。即 ち,彼 にあ っては最

初 の過 ちは常 にPastで な くPresentで あ

った とい える。従 って,彼 に最初 の過 ちを犯 さ

せ た,臆 病者 であ るが故 に良心 の声 に従 えなか

った とい うこζ一 ζれは彼 の抱 く罪意識 の核

心 をなす もの と考 え られ る一 が絶 えず問題 と

な っていた とい える。

しか し,ζ の問題 は,只 単 に彼 の臆病 と良心

だ けではな く,彼 の良心 と心 の葛藤 を も彼 の内

面 に生 じさせた問題 とな ってい る もので あるか

ら,如 何 に彼 がheadの1eve1で 自 分 の最 初

の行為 は正 当で あった と考 える ζとによっで解

決 しよ うとして ももともと解決 ので きる問題 で

は なか ったの である。 この間題 の解決 のために

は,良 心 の声 に従 えなか った原因,彼 の実体,

臆 病"moralcowardice"と い うもの と対決 し

克 服 しなけれ ばな らなか ったのであ る 。 し か

し,彼 は真実 臆病者 であ るため この己れ の弱 さ

に真正 面か ら対決 で きず,そ の弱 さに振 り回わ

されて行 く人 間で しかなか ったのであ る。 それ

故,彼 は この最初 の過 ちの償 い,即 ち,誓 いの

遂行 を延期 せ ざるをえず,ま た,延 期 で きたの

で ある。 この同 じ理 由で,そ の誓 いを果 たす行

為 も,彼 には偶然 の事 故で しか あ り得 なか っな

の であ る。

皿

最 後 に,残 された彼 の救い の問題,た とえそ

れ が事故 で あ るに もせ よ,Reubenに そ の息子

Cyrusを 殺 さす こと に よっ て,Hawむhorneが

Reubenを 救 われた とす る意図 は何処 にあ るの

か とい うことを考 えてみたい。

一般 にV・われてい るように,Hawthorneの

作 品 では,そ の犯 した罪 よ りも罰 が如 何に重 い

とはいえ,Reubenの 場 合,息 子 を殺 す とい う

ζとは,そ れをその まま事実 として 受 け 取 れ.

ば,そ の罪 と罰 のバ ランスか ら考 えて如何に も

重過 ぎるので ある。矢張 り,我 々はCyrusを

殺 す とい うこと,Cyrusを 単 にReubenの 息

子 とい うのではな く,そ こに何か別 の象徴 とし

ての意 味 と役割 を読 み取 らなければ な らないだ

.ろ う。

処 で,Reubenに 取 ってCyrusは ど う い う

ものであ ったので あろ うか。 その鍵 は第三部 の

終 りに述 べ られてい る。彼 は15年 の歳月 の経

過 の うちに,前 に も述 べ た ように,孤 独 で利己

的 な人 間にな って行 く。 そ うい った彼 に とって

息子 のCyrusが 彼 の愛 の対称 であ った と い う

ことがいわれてい る。

"Theboywaslovedbyhisfatherwith

adeepandsilentstrength,asifwhat-

everwasgoodandhappyinhis.ownna-

torehadbeentransferredtohischild,

carryinghisaffectionwithit,…Reuben's

secretthoughtsandinsulatedemotions

hadgraduallymadehimaselfishman,

andhecouldnolongerlovedeeplyexcept

wherehesaworimaginedsomereflec-

tionorlikenessof,hisownmind.In

Cyrusherecognizedwhathehadhimself

beeninotherdays;andatintervalshe

seemedtopartakeoftheboy'sspirit,and

toberevivedwithafreshandhappy

(3$)
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life."<s4)

この ことか ら分 か るよ うに,CyrusはReub-

enに とって,息 子 であ ると同時に,自 分 の分

身 であ った とい うこ とが出来 る9レ か も,自 分

と同 じ"moralcowardice"を 持 っ た分身 であ

ったのだ。

だか ら,Cyrusを 殺 した とい うζ とはR.eub-

enが 自分 の分身,自 分 の``moralCQwardice"

を持 った分身,見 方 を変 えれば,自 分 の"modal

cowardice"と 偶 然 対決 し,そ れを克服 した ζ

とを意味 す ると考 え られ る。 そ して,そ の こと

に よ り,彼 の良心,heartも 始 めて安 らぎを得

るのであ る。(ThenReuben'sheartwas

stricken,…)a

こ こで,Hawthorne一 流 のisolationと,

headとheartと の関係 に見 られ る図式的考 え

方 か ら考 えれば,Reubenは 己 れの臆病 の故に

犯 した過 ちに よ り罪意 識が生 じ,そ の為 に彼 の

heartは 頑 なにな り,所 謂,"EthanBrand"

でHawthorneが 述 べ る ところの"the.:

皿eticchainofhumanity"(35)の 拠 り処 をReub-

enは 心 か ら失いか け 彼 はEthanBrand

と違 い その最後 の運命 が全然異 な るか ら,完 全

に失 った とはいい切 れなV`isolationの 世

界 に落 ち込 む。 そ して,彼 はその解決 をhead

に 頼 るが それは得 られ ることでは なか った。何

故 な らば,Hawthorneに と ってはheartの

周 題に関 してはheadは 無 力 な もの で しかな

い か らだ。 しか し,最 後 に彼 の抱 く罪意識 の根

(34)Ibid.,p.72.

(35)M.Cowley(ed.),ThePortable

Hawthorne,TheVikingPress,(NewYork,

ユ948),p.257.

源,臆 病 を,Cyrusを 殺 す とい う形 で,克 服 出

来,そ の こ とに よ り彼 の頑なに なった心 も打 ち

くだかれ て,彼 は救い を得 るので ある。

こ うい った意味合い に於V`て,Hawthorno

は,本 当 にmoralcowardなReubenが 息 子

を誤 り殺す ζとによ り,彼 が救 われた と考 えた

のであろ う。

RogerMalvinの 遣 骸 のあ る大 きな岩 とは,

Waggonerも い ってい るように,"gravestone"

で あ る と同時 に,Reubenが 自分 の 分 身

Cyrusを 捧 げ るaltarで も あったので あるQ

そ して,こ れ までの15年 間 の苦 しみ と合 わ

せて,最 後 に息子 まで も殺 さなければ な らなか

った ことは,た とえ,そ れが上 に述べ た ように

象 徴的に使 われ てい たにせ よ,こ の真実臆病者

Reubenが 支 払わ なければ な らなか った代償 で

あ ったので ある。

IV

isolationか らparticipationへ の 回帰 の 聞

題 を本質的 にはheadに 対 す るheartの 商 題

として捉 え られてい るHawthorneは"The

ChristmasBanquet"に 於 い ては何 も 感 ず る

こ とので きない"marble"で で きたJervays

且astingsの 心 を,或 い は,"TheBirthmark"

に 於 い ては"10veforhisyoungwife"に 先

行 す るAylmerの"loveofscience"を 主 題

とした ように,"RogerMalvin'sBurial"に

於 いては,人 間の もつ,Reubenの もつ"mor-

alcowardice"を 主 題 として い るとV`え る。

そ して,そ の ことは,序 に於い て,巧 妙 に計算

された筆 致で,与 え られ てい る手掛 りの うちに

見出 され ることであ る。 その手掛 りとはHaw-

thorneが,``Lovell'sFight"に 関 連 づ け て

三度"theheroismofalittleband","The

openbravery","civilizedideasofvalor"

C39)
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とい う言葉 を使用 した後"…chivalryitself

mightnotbushtorecordthedeedsof

oneortwoindividuals."(36)

と述 べ ている ことである。

処 で,上 の"heroism"は"bravery"の 上

に成立 し,"valor"と"bravery"は 同 じ ど と

を意 味 してい る。 それ故,こ の 物語 は"The

openbravery"に 関 す る もので ある とい う こ

とが ここで暗示 されてい る。 そして この引用文

に述べ られてい ることに,こ れか ら登場 す る人

物 は広 く人 に知 られた"bravery"を 発 揮 し た

ことにな ってい るが,本 当は,"bravery"の 反

対,cowardice即 ち,臆 病 な行 動 をした人 間 の

物語 となる ことを ここで暗示 してい ると考 え る

訳 である。

HawthorneはReubenBourneを そ の

moralcowardiceに 基 づ き行動 させ ることに よ

り,彼 に罪意識 を抱 か しめ,彼 を孤立 させ,そ

して,総 べての根本原 因,"moralcowardice"

を克 服 させ ることに よ り,彼 をisolationか ら

participationへ と 回帰 させた と考 え られ る。

この意味 で,最 初 に述 べた よ うに,こ の作 品は

極 めてHawthorne的 な作 品で ある と い う こ

とがで きると思 われ る。
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